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昨
年
の
夏
は
私
が
今
迄
経
験
し
た
事
が
無
い
く
ら
い
の
暑
い
日
が
続

い
た
厳
し
い
夏
で
し
た
。

何
千
年
、
何
万
年
、
何
億
年
と
流
れ
て
い
く
悠
久
の
時
間
の
中
で
大
自
然

も
移
り
変
わ
り
、
周
囲
の
出
来
事
も
変
化
し
続
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中

に
あ
っ
て
、私
達
は
限
り
あ
る
命
を
多
く
の
人
々
と
の
出
会
い
の
中
で
お

互
い
に
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、令
和
五
年
三
月
に
上
山
城
の
理
事
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
が

不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
す
。
何
故
な
ら
ば
、
私
が
住
職
を
し
て
い
る
久
昌

寺
は
今
か
ら
三
百
六
十
年
ほ
ど
前
の
寛
永
年
間
に
上
山
城
主
に
な
っ
た

土
岐
山
城
守
の
菩
提
寺
で
あ
る
、

増
円
寺
の
三
代
目
の
住
職
で
あ
る

吉
山
大
順
大
和
尚
様
（
掲
載
画
像

参
照
）
に
依
っ
て
開
山
さ
れ
た
寺

だ
か
ら
で
す
。

土
岐
山
城
守
は
、
親
子
二
代
に

渡
り
約
六
十
年
間
、
上
山
と
谷

地
・
溝
延
を
治
め
ま
し
た
。
種
々

な
改
革
を
行
な
っ
た
他
、
後
世
に

羽
州
の
名
城
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な

改
築
を
行
い
ま
し
た
。又
、流
刑
の

沢
庵
禅
師
を
厚
遇
し
て
春
雨
庵
を
建
立
し
、寺
社
仏
閣
を
大
事
に
し
た
名

君
で
し
た
。

私
が
上
山
城
の
理
事
長
に
就
任
し
た
こ
と
は
、こ
の
よ
う
な
古
か
ら
の

浅
か
ら
ぬ
不
思
議
な
縁
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
常
勤
の
ス

タ
ッ
フ
、
理
事
、
評
議
員
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
の
御
縁
を
大

切
に
、観
光
の
要
で
あ
る
上
山
城
を
訪
れ
る
人
々
に
満
足
し
て
頂
け
る
よ

う
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
に
は
尚
一
層
の
ご
協
力
、
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
本

年
も
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

【
常
設
展
示
室
か
ら
】
抽
選
で
景
品
が
当
た
る
“
ク
イ
ズ
上
山
城
探
検
”
を
毎
月
実
施
中
。
ク
イ
ズ
を
解
き
つ
つ
、
ご
見
学
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●月刊かみのやま巻頭企画

「上山城
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」からのたより 元旦・第174号

縁
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Kaminoyama
かみのやま温泉駅（かみのやま温泉）と
蔵王温泉を結ぶシャトルバスです。
午前便／午後便の1日2便運行します。
運行期間：2024年1月5日（金）～2月25日（日）
旅行代金：大人・子供同額　1名 3,300円

運行日、詳細は下記HPをご覧ください
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